
令和４年度　千代田区立障害者福祉センターえみふる　経営・財務モニタリング

【千代田区立障害者福祉センターえみふる】

○対象：千代田区立障害者福祉センターえみふる

○方法：福祉サービス第三者評価を行っている事業者（株式会社ＲＵＤＥＣ）に
よる財務状況、現地聞き取り調査等による経営状況の分析

○視点：財務状況、経営状況、課題及び改善点

１ 経営・財務モニタリングの概要 ２ モニタリングの流れ

４ 提言・アドバイス（事業の改善策）

財務内容について以下の側面から分析を行った。

【安定性】
＜短期安定性＞令和２・３年とも、事業活動の計画に対し収
入は上回り支出が下回った結果、現・預金勘定が増加し、安
定性は好転した。
＜資金繰り＞事業活動資金収支差額率については、収支差
額が比較的多めに確保できているので比率は高い。

【収益性】
経常増減差額率については、事業活動収入が計画を上回り
反対に事業活動支出が下回ったことで、計画以上の収支差額
が得られ比率は上昇した。

【費用合理性】
＜人件費・委託費比率＞一概に低い比率が望ましいとは言え
ないが、安定的な経営をするためには一定水準に抑える必要
があり、都内社会福祉法人の水準を上回っている。

＜労働分配率＞社会福祉法人には手厚いサービスが求めら
れており、適正な人件費管理の目安ともなるが、都内社会福
祉法人と比べ数値は低いが、他と比べ人以外にも支出するこ
とが出来ていると言える。

＜事業費比率＞利用者へのサービスの提供に直接要する経
費で、低く抑えるとサービスの質の低下に繋がるため他の指
標を併せ全体の費用構成によって理解する。都内社会福祉
法人と比べ数値が低いが、対象者が少ない為であり、利用者
一人当たりでみた場合は良好である。

＜事務費比率＞他の費用指標と併せて理解すべきものだが
都内社会福祉法人の水準を上回っている。

総合的には、現在の財務内容は良好で、当面は良好な状況
が継続されると判断する。
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３ 経営・財務分析

千代田区には法人本社や中央官庁が集中することもあって、
財政的には比較的恵まれており、あらゆる分野でモデル的な
施策が他に先駆けて実行に移されている。そのような環境で
の施設の活動状況を分析し、施策の検証を行った。

【施設の位置づけ】
区内の地域的なバランスで見ると現在の所在地の偏在は認
めざるを得ない。施設のスペース条件に合った基本的に限ら
れた専門分野中心のサービスに絞っていくことも考えられる。
また区内全域のバランスを考えて他の数地域に拠点を設け
ることで近隣の対象者へのデイサービスの場と位置づけると
ともに、緊急避難所の役割を担うことが可能となる。 さらにこ
の拠点は独居の障害者をケアする場としても新たに活用でき
る。このことは障害者福祉でも強調される「インクルーシブ社
会の実現」の一助となると考えられる。

【施設運営】
今後は、施設について区民の関心向上と利用促進を図るた
め、施設運営における以下の取り組みが必要と考えられる。

・障害者福祉センターの業務内容を明確にする
・区の広報に載せセンターの利用者数の向上を図る
・区内の各種団体への協力要請
・社会福祉協議会との連携
・区役所関係各課との連携
・障害者相談員の活用とネットワークの組成
・各福祉分野のコ－ディネータ－との連携

上記について、PDCAサイクルの手法等を活用し、継続的な
活動推進を望みたい。

（２）経営状況

実績 １日平均 実績 １日平均 実績 １日平均

地域活動センター利用者 9,169 26.3 6,162 17.7 7,877 22.7

日中一時支援利用者 1,416 4.1 1,098 3.1 1568 4.5

ぷらっと御茶ノ水利用者 49 0.2 2 0 45 0.1

共同生活援助利用者 1,281 5.3 1,250 3.6 1460 4

短期入所利用者 1,254 3.4 1,030 2.8 1,095 3

生活介護利用者 1,973 5.7 1,884 5.4 2242 9.1

相談支援利用者 3,933 10.8 5042 13.8 4233 11.6

合計 19,075 55.8 16,468 46.4 18,520 55
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